
(57)【要約】

【課題】　階調特性に合せて容易に階調電圧を調整する

液晶常時装置の駆動装置

【解決手段】本発明は、複数の画素を含む液晶表示装置

を駆動する装置に関し、この液晶表示装置の駆動装置は

、複数の階調電圧を生成する階調電圧生成部と、カラー

信号に該当する階調電圧を選択して画像信号電圧として

前記画素に印加する画像信号駆動部と、前記色信号と前

記色信号の表示を制御する制御入力信号の供給を受けて

前記画像信号駆動部を制御する信号制御部とを含む。こ

の時、階調電圧の中で連続する少なくとも二つ以上の第

１階調電圧は変化することができ、前記複数の階調電圧

の中で連続する少なくとも二つ以上の第２階調電圧は固

定されている。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 画 素 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 を 駆 動 す る 装 置 で あ っ て 、
　 複 数 の 階 調 電 圧 を 生 成 す る 階 調 電 圧 生 成 部 と 、
　 カ ラ ー 信 号 に 該 当 す る 階 調 電 圧 を 選 択 し て 、 画 像 信 号 電 圧 と し て 前 記 画 素 に 印 加 す る 画
像 信 号 駆 動 部 と 、
　 前 記 カ ラ ー 信 号 と 、 前 記 カ ラ ー 信 号 の 表 示 を 制 御 す る 制 御 入 力 信 号 の 供 給 を 受 け て 前 記
画 像 信 号 駆 動 部 を 制 御 す る 信 号 制 御 部 と 、
　 を 含 み 、
　 前 記 複 数 の 階 調 電 圧 の 中 で 連 続 す る 少 な く と も ２ つ 以 上 の 第 １ 階 調 電 圧 は 変 化 す る こ と
が で き 、 前 記 複 数 の 階 調 電 圧 の 中 で 連 続 す る 少 な く と も ２ つ 以 上 の 第 ２ 階 調 電 圧 は 固 定 さ
れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 、 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 階 調 電 圧 は 、 可 変 抵 抗 を 利 用 し て 変 化 す る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 階 調 電 圧 は 、 ブ ラ ッ ク 階 調 電 圧 ま た は ホ ワ イ ト 階 調 電 圧 を 含 む こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 複 数 の 階 調 電 圧 の 中 で 連 続 す る 少 な く と も 二 つ 以 上 の 第 ３ 階 調 電 圧 は 変 化 す る こ と が で
き る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ 階 調 電 圧 は ブ ラ ッ ク 階 調 電 圧 を 含 み 、 前 記 第 ３ 階 調 電 圧 は ホ ワ イ ト 階 調 電 圧 を
含 み 、
　 前 記 第 １ 階 調 電 圧 と 前 記 第 ３ 階 調 電 圧 は 独 立 的 に 変 化 す る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 複 数 の 階 調 電 圧 は 、 極 性 が 反 対 で あ り 大 き さ が 同 一 な 複 数 の 対 の 階 調 電 圧 を 含 む こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 少 な く と も 対 の 一 つ の 階 調 電 圧 は 、 互 い に 連 動 し て 変 化 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 可 変 抵 抗 は 、 前 記 信 号 制 御 器 と 共 に 前 記 液 晶 表 示 装 置 の 外 部 に 存 在 す る 印 刷 回 路 基
板 に 備 え ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 複 数 の 画 素 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 を 駆 動 す る 装 置 で あ っ て 、
　 複 数 の 階 調 電 圧 を 生 成 す る 階 調 電 圧 生 成 部 と 、
　 カ ラ ー 信 号 に 該 当 す る 階 調 電 圧 を 選 択 し て 画 像 信 号 電 圧 と し て 前 記 画 素 に 印 加 す る デ ー
タ 駆 動 部 と 、
　 前 記 カ ラ ー 信 号 と 前 記 カ ラ ー 信 号 の 表 示 を 制 御 す る 制 御 入 力 信 号 の 供 給 を 受 け て 前 記 デ
ー タ 駆 動 部 を 制 御 す る 信 号 制 御 部 と 、
　 を 含 み 、
　 前 記 階 調 電 圧 生 成 部 は 、
　 前 記 デ ー タ 駆 動 部 と 連 結 さ れ て 変 化 す る こ と が で き る 第 １ 階 調 電 圧 を 供 給 す る 第 １ 可 変
抵 抗 部 と 、
　 前 記 第 １ 可 変 抵 抗 部 と 第 １ 電 圧 の 間 に 連 結 さ れ 、 複 数 の 第 ２ 階 調 電 圧 を 生 成 し て 前 記 デ
ー タ 駆 動 部 に 供 給 す る 第 １ 抵 抗 列 と 、
　 前 記 第 １ 電 圧 に 一 つ の 端 子 が 連 結 さ れ て 複 数 の 第 ３ 階 調 電 圧 を 生 成 す る 第 ２ 抵 抗 列 と 、
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　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 階 調 電 圧 生 成 部 は 、 前 記 デ ー タ 駆 動 部 と 連 結 さ れ て お り 、 前 記 第 １ 可 変 抵 抗 部 か ら
の 信 号 の 極 性 を 反 転 し て 前 記 デ ー タ 駆 動 部 に 供 給 す る 極 性 反 転 器 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴
と す る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ 可 変 抵 抗 部 は 、 可 変 抵 抗 と 前 記 可 変 抵 抗 の 可 変 端 と 前 記 極 性 反 転 器 の 入 力 端 の
間 に 連 結 さ れ 、 変 化 す る 前 記 第 １ 階 調 電 圧 を 出 力 す る バ ッ フ ァ ー 部 を 含 む こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 極 性 反 転 器 は 、 反 転 端 子 と 非 反 転 端 子 と 出 力 端 子 と を 有 す る 演 算 増 幅 器 と 、 第 １ 及
び 第 ２ 抵 抗 と を 含 み 、
　 前 記 反 転 端 子 は 、 前 記 バ ッ フ ァ ー 部 に 連 結 さ れ て お り 、 非 反 転 端 子 に は 反 転 基 準 電 圧 が
印 加 さ れ 、
　 前 記 第 １ 抵 抗 は 前 記 バ ッ フ ァ ー 部 と 前 記 反 転 端 子 の 間 に 連 結 さ れ て お り 、 前 記 第 ２ 抵 抗
は 前 記 反 転 端 子 と 前 記 出 力 端 子 の 間 に 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ に 記
載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 階 調 電 圧 生 成 部 は 、 前 記 デ ー タ 駆 動 部 と 連 結 さ れ て 変 化 す る こ と が で き る 第 ４ 階 調
電 圧 を 供 給 す る 第 ２ 可 変 抵 抗 部 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ な い し １ ２ の い
ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 階 調 電 圧 生 成 部 は 、 前 記 第 ２ 可 変 抵 抗 部 と 第 ２ 電 圧 の 間 に 連 結 さ れ 、 複 数 の 第 ５ 階
調 電 圧 を 生 成 し て 前 記 デ ー タ 駆 動 部 に 供 給 す る 第 ３ 抵 抗 列 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 ２ 抵 抗 列 は 、 前 記 第 １ 電 圧 と 前 記 第 ２ 電 圧 の 間 に 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ 階 調 電 圧 は ブ ラ ッ ク 階 調 電 圧 を 含 み 、 前 記 第 ４ 階 調 電 圧 は ホ ワ イ ト 階 調 電 圧 を
含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 極 性 反 転 器 と 前 記 デ ー タ 駆 動 部 と は 、 同 一 な チ ッ プ 上 に 備 え ら れ て い る こ と を 特 徴
と す る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 可 変 抵 抗 は 、 前 記 信 号 制 御 部 と 同 一 な 場 所 に 備 え ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 ２ ま た は １ ０ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 液 晶 表 示 装 置 は 、 OCBモ ー ド で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ９ に 記 載 の
液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 に 関 し 、 よ り 詳 し く は 、 液 晶 表 示 装 置 に 供 給 さ れ る
ホ ワ イ ト 階 調 電 圧 と ブ ラ ッ ク 階 調 電 圧 を 任 意 に 調 整 す る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 二 つ の 表 示 板 の 間 に 注 入 さ れ て い る 誘 電 率 異 方 性 を 有 す る 液 晶 物 質 に 電
界 を 印 加 し 、 こ の 電 界 の 強 さ を 調 節 し て 基 板 に 透 過 す る 光 の 量 を 調 節 す る こ と に よ っ て 所
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望 の 画 像 を 得 る 表 示 装 置 で あ る 。 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 は 携 帯 が 簡 便 な 平 板 表 示 装 置 の
中 で も 代 表 的 な も の で あ っ て 、 更 に こ の 中 で も 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を ス イ ッ チ ン グ 素 子 と し
て 利 用 し た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 用 液 晶 表 示 装 置 が 主 に 利 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 の 中 で ツ イ ス テ ッ ド ネ マ チ ッ ク モ ー ド が 最 も 一 般 的 で あ る が 、
最 近 は 応 答 速 度 と 狭 い 視 野 角 を 改 善 す る た め に OCB（ optically compensated bend） モ ー
ド の 液 晶 表 示 装 置 も ま た 活 発 に 研 究 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 OCBモ ー ド 液 晶 表 示 装 置 は 液 晶 分 子 の 湾 曲 配 列 を 利 用 し た も の で あ っ て 、 臨 界 電 圧 Ｖ ｃ
以 下 で ベ ン ド 配 向 が 割 れ る た め に 、 湾 曲 配 向 が 割 れ な い 臨 界 電 圧 Ｖ ｃ 以 上 で の み 駆 動 す る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 OCBモ ー ド 液 晶 表 示 装 置 の 電 圧 対 透 過 率 曲 線 （ VT曲 線 ） は 安 定 的 で な い た め 、
工 程 偏 差 、 つ ま り 、 液 晶 層 の 厚 さ や 整 列 偏 差 な ど に よ り 製 品 の 特 性 が ひ ど く 変 わ っ て 、 適
正 な 駆 動 を す る の が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 つ ま り 、 ノ ー マ リ ー ホ ワ イ ト モ ー ド OCB液 晶 表 示 装 置 の 場 合 、 電 圧 が 低 い ホ ワ イ ト 領 域
で は VT曲 線 の 傾 き が 急 で 、 微 細 な 電 圧 変 化 に も 大 幅 の 輝 度 差 が 発 生 す る の で 、 輝 度 を 調 節
す る の が 困 難 で あ る 。 一 方 、 電 圧 の 高 い ブ ラ ッ ク 領 域 の VT曲 線 に は 多 く の 変 曲 点 が あ る の
で 、 電 圧 が 増 加 す れ ば む し ろ 明 る く な る 階 調 反 転 現 象 が 発 生 す る 。 こ の よ う な 現 象 は 製 品
の 工 程 偏 差 が 小 さ い と し て も 階 調 特 性 に 大 き い 差 を 生 じ さ せ 、 同 じ 階 調 電 圧 に 対 し て も 輝
度 が 互 い に 異 に な る と い う 問 題 が 発 生 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 技 術 的 課 題 は 、 液 晶 表 示 装 置 の 階 調 特 性 に 合 せ て 容 易 に 階 調 電 圧
を 調 整 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 技 術 的 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 特 徴 は 、 複 数 の 画 素 を 含 む 液 晶 表 示 装
置 を 駆 動 す る 装 置 が 、
　 複 数 の 階 調 電 圧 を 生 成 す る 階 調 電 圧 生 成 部 と 、
　 カ ラ ー 信 号 に 該 当 す る 階 調 電 圧 を 選 択 し て 画 像 信 号 電 圧 と し て 前 記 画 素 に 印 加 す る 画 像
信 号 駆 動 部 と 、 前 記 カ ラ ー 信 号 と 前 記 カ ラ ー 信 号 の 表 示 を 制 御 す る 制 御 入 力 信 号 の 供 給 を
受 け て 前 記 画 像 信 号 駆 動 部 を 制 御 す る 信 号 制 御 部 を 含 み 、 前 記 複 数 の 階 調 電 圧 の 中 で 連 続
す る 少 な く と も 二 つ 以 上 の 第 １ 階 調 電 圧 は 変 化 す る こ と が で き 、 前 記 複 数 の 階 調 電 圧 の 中
で 連 続 す る 少 な く と も 二 つ 以 上 の 第 ２ 階 調 電 圧 は 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 １ 階 調 電 圧 は 可 変 抵 抗 を 利 用 し て 変 化 す る こ と が で き 、 ブ ラ ッ ク 階 調 電 圧 ま た は ホ ワ
イ ト 階 調 電 圧 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 は 複 数 の 階 調 電 圧 の 中 で 連 続 す る 少 な く と も 二 つ 以 上 の 第 ３ 階
調 電 圧 を 変 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 ま し く は 、 第 １ 階 調 電 圧 は ブ ラ ッ ク 階 調 電 圧 を 含 み 、 第 ３ 階 調 電 圧 は ホ ワ イ ト 階 調 電
圧 を 含 み 、 前 記 第 １ 階 調 電 圧 と 前 記 第 ３ 階 調 電 圧 は 独 立 的 に 変 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 複 数 の 階 調 電 圧 は 極 性 が 反 対 で あ り 大 き さ が 同 一 な 複 数 の 対 の 階 調 電 圧 を 含 む こ と が 良
い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 ま た 、 少 な く と も 対 の 一 つ の 階 調 電 圧 は 、 互 い に 連 動 し て 変 化 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 可 変 抵 抗 は 信 号 制 御 器 と 共 に 液 晶 表 示 装 置 の 外 部 に 存 在 す る 印 刷 回 路 基 板 に 備 え ら れ て
い る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 他 の 特 徴 と し て 、 複 数 の 画 素 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 を 駆 動 す る 装 置 は 、 複 数 の 階
調 電 圧 を 生 成 す る 階 調 電 圧 生 成 部 、 カ ラ ー 信 号 に 該 当 す る 階 調 電 圧 を 選 択 し て 画 像 信 号 電
圧 と し て 前 記 画 素 に 印 加 す る デ ー タ 駆 動 部 、 前 記 カ ラ ー 信 号 と 前 記 カ ラ ー 信 号 の 表 示 を 制
御 す る 制 御 入 力 信 号 の 供 給 を 受 け て 前 記 デ ー タ 駆 動 部 を 制 御 す る 信 号 制 御 部 を 含 み 、 前 記
階 調 電 圧 生 成 部 は 、 前 記 デ ー タ 駆 動 部 と 連 結 さ れ て 変 化 す る こ と が で き る 第 １ 階 調 電 圧 を
供 給 す る 第 １ 可 変 抵 抗 部 、 前 記 第 １ 可 変 抵 抗 部 と 第 １ 電 圧 の 間 に 連 結 さ れ 、 複 数 の 第 ２ 階
調 電 圧 を 生 成 し て 前 記 デ ー タ 駆 動 部 に 供 給 す る 第 １ 抵 抗 列 、 そ し て 前 記 第 １ 電 圧 に 一 つ の
端 子 が 連 結 さ れ て 複 数 の 第 ３ 階 調 電 圧 を 生 成 す る 第 ２ 抵 抗 列 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 階 調 電 圧 生 成 部 は 前 記 デ ー タ 駆 動 部 と 連 結 さ れ て お り 、 前 記 第 １ 可 変 抵 抗 部 か ら の 信 号
極 性 を 反 転 し て 前 記 デ ー タ 駆 動 部 に 供 給 す る 極 性 反 転 器 を さ ら に 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 好 ま し く 、 第 １ 可 変 抵 抗 部 は 可 変 抵 抗 と 前 記 可 変 抵 抗 の 可 変 端 と 前 記 極 性 反 転 器 の 入 力
端 の 間 に 連 結 さ れ 、 変 化 す る 前 記 第 １ 階 調 電 圧 を 出 力 す る バ ッ フ ァ ー 部 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 極 性 反 転 器 は 反 転 端 子 、 非 反 転 端 子 及 び 出 力 端 子 を 有 す る 演 算 増 幅 器 と 第 １ 及 び 第 ２ 抵
抗 を 含 ん で お り 、 反 転 端 子 は 前 記 バ ッ フ ァ ー 部 に 連 結 さ れ て お り 、 非 反 転 端 子 に は 反 転 基
準 電 圧 が 印 加 さ れ 、 前 記 第 １ 抵 抗 は 前 記 バ ッ フ ァ ー 部 と 前 記 反 転 端 子 の 間 に 連 結 さ れ て お
り 、 前 記 第 ２ 抵 抗 は 前 記 反 転 端 子 と 前 記 出 力 端 子 の 間 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 好 ま し く 、 階 調 電 圧 生 成 部 は 前 記 デ ー タ 駆 動 部 と 連 結 さ れ て 変 化 す る こ と が で き る 第 ４
階 調 電 圧 を 供 給 す る 第 ２ 可 変 抵 抗 部 を さ ら に 含 ん で お り 、 前 記 第 ２ 可 変 抵 抗 部 と 第 ２ 電 圧
の 間 に 連 結 さ れ 、 複 数 の 第 ５ 階 調 電 圧 を 生 成 し て 前 記 デ ー タ 駆 動 部 に 供 給 す る 第 ３ 抵 抗 列
を さ ら に 含 む 。 ま た 、 第 ２ 抵 抗 列 は 前 記 第 １ 電 圧 と 前 記 第 ２ 電 圧 の 間 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ 階 調 電 圧 は ブ ラ ッ ク 階 調 電 圧 を 含 み 、 第 ４ 階 調 電 圧 は ホ ワ イ ト 階 調 電 圧 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 極 性 反 転 器 は 前 記 デ ー タ 駆 動 部 と 同 一 な チ ッ プ 上 に 備 え ら れ て お り 、 可 変 抵 抗 は 信 号 制
御 部 と 同 一 な 場 所 に 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 好 ま し く は 、 液 晶 表 示 装 置 は OCBモ ー ド で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 で は 、 製 作 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 の 階 調 特 性 に よ り 液 晶 表 示 板 組 立 体 に 装
着 さ れ た 可 変 抵 抗 の 抵 抗 値 を 調 整 し て 、 別 途 に ホ ワ イ ト 階 調 電 圧 と ブ ラ ッ ク 階 調 電 圧 を 容
易 に 調 整 す る こ と が で き る の で 、 液 晶 表 示 装 置 ご と の ホ ワ イ ト 階 調 特 性 と ブ ラ ッ ク 階 調 特
性 を 均 一 に 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 特 に 、 OCBモ ー ド で 問 題 に な る ホ ワ イ ト 階 調 電 圧 と ブ ラ ッ ク 階 調 電 圧 付 近 の 電 圧 の み を
別 途 に 調 整 し 、 そ れ 以 外 の 階 調 電 圧 に は 影 響 を 与 え な い よ う に す る の で 、 階 調 電 圧 の 調 整
効 率 が 向 上 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 添 付 し た 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 本 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 に お
け る 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 が 容 易 に 実 施 で き る よ う に 詳 細 に 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 図 ２ は 一 つ の 画 素 に 対
す る 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ に 示 し た よ う に 、 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 基 板 ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ と 、 こ れ に 連
結 さ れ た ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ２ ０ 及 び デ ー タ 駆 動 部 ４ ３ ０ と 、 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ２ ０ に 連 結 さ れ
た 駆 動 電 圧 生 成 部 ５ ６ ０ と 、 デ ー タ 駆 動 部 ４ ３ ０ に 連 結 さ れ た 階 調 電 圧 生 成 部 ５ ７ ０ と 、
こ れ ら を 制 御 す る 信 号 制 御 部 ５ ５ ０ と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 等 価 回 路 よ り 、 基 板 ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ は 、 複 数 の 信 号 線 （ G０ -Gn、 D１ -Dm） と こ れ に 連
結 さ れ た 複 数 の 画 素 を 含 み 、 各 画 素 は 信 号 線 （ G０ -Gn、 D１ -Dm） に 連 結 さ れ た ス イ ッ チ ン
グ 素 子 （ Q） と こ れ に 連 結 さ れ た 液 晶 容 量 （ Clc） 及 び 維 持 容 量 （ Cst） を 含 む 。 信 号 線 （ G
０ -Gn、 D１ -Dm） は 、 走 査 信 号 ま た は ゲ ー ト 信 号 を 伝 達 し 、 行 方 向 に の び て い る 複 数 の 走
査 信 号 線 ま た は ゲ ー ト 線 （ G０ -Gn） と 、 画 像 信 号 ま た は デ ー タ 信 号 を 伝 達 し 、 列 方 向 に の
び て い る 画 像 信 号 線 ま た は デ ー タ 線 （ D１ -Dm） と を 含 む 。 ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Q） は 三 端
子 素 子 で あ っ て 、 そ の 制 御 端 子 は ゲ ー ト 線 （ G０ -Gn） に 連 結 さ れ て お り 、 残 り の 二 つ の 端
子 の う ち の 一 つ は デ ー タ 線 （ D１ -Dm） に 連 結 さ れ 、 他 の 一 つ は 液 晶 容 量 （ Clc） 及 び 維 持
容 量 （ Cst） の 一 つ の 端 子 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 液 晶 容 量 （ Clc） の 他 の 端 子 は 、 共 通 電 圧 （ Vcom） ま た は 基 準 電 圧 に 連 結 さ れ て い る 。
維 持 容 量 （ Cst） の 他 の 端 子 は 、 図 面 か ら 見 て 、 す ぐ 上 の ゲ ー ト 線 （ 以 下 、 “ 前 段 ゲ ー ト
線 ” と い う ） に 連 結 さ れ て お り 、 こ の よ う な 連 結 方 式 を 前 段 ゲ ー ト 方 式 と い う 。 し か し 、
維 持 容 量 （ Cst） の 他 の 端 子 は 他 の 電 圧 、 例 え ば 、 基 準 電 圧 に 連 結 さ れ る こ と が で き 、 こ
の 場 合 を 独 立 配 線 方 式 と い う 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 方 、 基 板 ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ の 構 造 は 、 図 ２ の よ う に 示 す こ と が で き る 。 便 宜 上 、 図 ２
に は 一 つ の 画 素 だ け 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ２ に 示 し た よ う に 、 基 板 ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ は 互 い に 対 向 す る 下 部 基 板 １ ０ ０ と 、 上 部
基 板 ２ ０ ０ と 、 ２ つ の 基 板 の 間 に 介 在 す る 液 晶 層 ３ と を 含 む 。 下 部 基 板 １ ０ ０ に は ゲ ー ト
線 （ Gi-１ 、 Gi） と デ ー タ 線 （ Dj） と ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Q） と 維 持 容 量 （ Cst） が 備 え ら
れ て い る 。 液 晶 容 量 （ Clc） は 、 下 部 基 板 １ ０ ０ の 画 素 電 極 １ ９ ０ と 上 部 基 板 ２ ０ ０ の 基
準 電 極 ２ ７ ０ に 連 結 し て い る 二 つ の 端 子 を 有 し 、 二 つ の 電 極 １ ９ ０ 、 ２ ７ ０ の 間 の 液 晶 層
３ は 誘 電 体 と し て 機 能 す る 。 本 実 施 例 の 液 晶 層 ３ は 、 例 え ば 、 OCBモ ー ド を と る こ と が で
き る が 、 こ の 場 合 液 晶 分 子 は 下 部 基 板 １ ０ ０ と 上 部 基 板 ２ ０ ０ と の 中 間 に 位 置 す る 面 に 対
し て 、 対 称 で 方 向 が 変 化 す る 湾 曲 配 列 で 配 向 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 画 素 電 極 １ ９ ０ は ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Q） に 連 結 さ れ 、 基 準 電 極 ２ ７ ０ は 上 部 基 板 ２ ０
０ の 全 面 に 形 成 さ れ て お り 、 共 通 電 圧 （ Vcom） に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 液 晶 分 子 は 画 素 電 極 １ ９ ０ と 基 準 電 極 ２ ７ ０ よ り 生 成 す る 電 場 に よ っ て そ の 配 列 を 変 え
、 こ れ に よ り 液 晶 層 ３ を 通 過 す る 光 の 偏 光 が 変 化 す る 。 こ の よ う な 偏 光 の 変 化 は 、 基 板 １
０ ０ 、 ２ ０ ０ に 付 着 さ れ た 偏 光 子 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 光 の 透 過 率 変 化 に 影 響 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 画 素 電 極 １ ９ ０ は ま た 、 絶 縁 体 を 媒 介 と し て 前 段 ゲ ー ト 線 （ Gi-１ ） と 重 な る こ と に よ
っ て 、 前 段 ゲ ー ト 線 （ Gi-１ ） と 共 に 維 持 容 量 （ Cst） の 二 つ の 端 子 を 構 成 す る 。 独 立 配 線
方 式 の 場 合 、 例 え ば 、 基 準 電 圧 の 印 加 を 受 け る 別 個 の 配 線 が 画 素 電 極 １ ９ ０ と 重 な る こ と
に よ っ て 維 持 容 量 （ Cst） を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ２ は ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Q） の 例 と し て Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ を 示 し て お り 、 こ の Ｍ Ｏ

10

20

30

40

50

(6) JP 2005-526295 A 2005.9.2



Ｓ ト ラ ン ジ ス タ は 実 際 工 程 に お い て 非 晶 質 シ リ コ ン ま た は 多 結 晶 シ リ コ ン を チ ャ ン ネ ル 層
と す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と し て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ２ と は 違 っ て 、 基 準 電 極 ２ ７ ０ が 下 部 基 板 １ ０ ０ に 備 え ら れ る 場 合 も あ り 、 こ の 時 に
は 二 つ の 電 極 １ ９ ０ 、 ２ ７ ０ が 全 て 板 状 な い し は 線 状 に 作 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 一 方 、 カ ラ ー 表 示 を 実 現 す る た め に は 、 各 画 素 が 色 相 を 表 示 す る よ う に し な け れ ば な ら
ず 、 こ れ は 画 素 電 極 １ ９ ０ に 対 応 す る 領 域 に 赤 色 、 緑 色 、 ま た は 青 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ ー
２ ３ ０ を 備 え る こ と に よ っ て 可 能 に な る 。 カ ラ ー フ ィ ル タ ー ２ ３ ０ は 、 図 ２ に 示 し た よ う
に 、 主 に 上 部 基 板 ２ ０ ０ の 当 該 領 域 に 形 成 さ れ る が 、 下 部 基 板 １ ０ ０ の 画 素 電 極 １ ９ ０ の
上 部 の ま た は 下 部 に 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 再 び 図 １ を 参 考 に す る と 、 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ２ ０ 及 び デ ー タ 駆 動 部 ４ ３ ０ は そ れ ぞ れ ス キ
ャ ン 駆 動 部 及 び ソ ー ス 駆 動 部 と も よ ば れ 、 複 数 の ゲ ー ト 駆 動 IC及 び デ ー タ 駆 動 ICを 含 む 。
各 ICは 基 板 ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ の 外 部 に 別 途 に 存 在 す る か 、 ま た は 基 板 ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ 上
に 実 装 す る こ と も で き 、 信 号 線 （ G０ -Gn、 D１ -Dm） 及 び 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Q） と 同 一 な
工 程 で 基 板 ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ 上 に 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ に は ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ２ ０ が 基 板 ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ と 一 体 に 形 成 さ れ て お り 、 デ ー タ
駆 動 部 ４ ３ ０ は チ ッ プ ４ １ ０ の 形 態 で フ レ キ シ ブ ル 回 路 基 板 ４ ０ ０ 上 に 実 装 さ れ て い る 構
造 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ２ ０ は 基 板 ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ の ゲ ー ト 線 （ G０ -Gn） に 連 結 さ れ 、 駆 動 電
圧 生 成 部 ５ ６ ０ か ら の ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Von） と ゲ ー ト オ フ 電 圧 （ Voff） の 組 み 合 わ せ か
ら な る ゲ ー ト 信 号 を ゲ ー ト 線 （ G０ -Gn） に 印 加 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 ４ ３ ０ は 基 板 ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ の デ ー タ 線 （ D１ -Dm） に 連 結 さ れ て お り 、
階 調 電 圧 生 成 部 ５ ７ ０ か ら の 階 調 電 圧 を 選 択 し て デ ー タ 信 号 と し て デ ー タ 線 （ D１ -Dm） に
印 加 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 信 号 制 御 部 ５ ５ ０ と 駆 動 電 圧 生 成 部 ５ ６ ０ は 、 図 ３ に 示 し た よ う に 、 印 刷 回 路 基 板 ５ ５
０ に 備 え ら れ て お り 、 こ の 印 刷 回 路 基 板 ５ ５ ０ は フ レ キ シ ブ ル 回 路 基 板 ４ ０ ０ を 通 じ て 基
板 ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ と 、 機 械 的 、 電 気 的 に 連 結 さ れ る 。 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 階 調 電 圧 生
成 部 ５ ７ ０ は 、 印 刷 回 路 基 板 ５ ０ ０ と チ ッ プ ４ １ ０ の 各 々 一 部 分 に お い て 供 給 さ れ 、 も し
く は 印 刷 回 路 基 板 ５ ０ ０ に の み に 備 え ら れ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ２ ０ と デ ー タ 駆 動 部 ４ ３ ０ 、 駆 動 電 圧 生 成 部 ５ ６ ０ な ど の 動 作 は 、 こ れ
ら に 連 結 さ れ た 信 号 制 御 部 ５ ５ ０ に よ っ て 制 御 さ れ 、 こ れ に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 信 号 制 御 部 ５ ５ ０ は 、 外 部 の グ ラ フ ィ ッ ク 制 御 器 （ 図 示 せ ず ） か ら RGBカ ラ ー 信 号 及 び
そ れ の 表 示 を 制 御 す る 制 御 入 力 信 号 、 例 え ば 、 垂 直 同 期 信 号 （ Vsync） と 水 平 同 期 信 号 （ H
sync） 、 メ イ ン ク ロ ッ ク （ CLK） 、 デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 （ DE） な ど の 提 供 を 受 け る 。 信
号 制 御 部 ５ ５ ０ は 、 制 御 入 力 信 号 に 基 づ い て ゲ ー ト 制 御 信 号 及 び デ ー タ 制 御 信 号 を 生 成 し
た 後 、 ゲ ー ト 制 御 信 号 を ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ２ ０ と 駆 動 電 圧 生 成 部 ５ ６ ０ へ 送 り 出 し 、 デ ー タ
制 御 信 号 と 適 切 に 処 理 さ れ た カ ラ ー 信 号 （ R、 G、 B） を デ ー タ 駆 動 部 ４ ３ ０ へ 送 り 出 す 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ゲ ー ト 制 御 信 号 は 、 ゲ ー ト オ ン パ ル ス （ ゲ ー ト 信 号 の ハ イ 区 間 ） の 出 力 開 始 を 知 ら せ る
垂 直 同 期 開 始 信 号 （ STV） 、 ゲ ー ト オ ン パ ル ス の 出 力 時 期 を 制 御 す る ゲ ー ト ク ロ ッ ク 信 号
（ CPV） 及 び ゲ ー ト オ ン パ ル ス の 幅 を 限 定 す る ゲ ー ト オ ン イ ネ ー ブ ル 信 号 （ OE） な ど を 含
む 。 こ の 中 で ゲ ー ト オ ン イ ネ ー ブ ル 信 号 （ OE） と ゲ ー ト ク ロ ッ ク 信 号 （ CPV） は 駆 動 電 圧
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生 成 部 ５ ６ ０ に 供 給 さ れ る 。 デ ー タ 制 御 信 号 は 、 カ ラ ー 信 号 の 入 力 開 始 を 知 ら せ る 水 平 同
期 開 始 信 号 （ STH） と 、 デ ー タ 線 に 当 該 デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 命 令 す る ロ ー ド 信 号 （ LOADま
た は TP） 及 び デ ー タ ク ロ ッ ク 信 号 （ HCLK） な ど を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の 時 、 信 号 制 御 部 ５ ５ ０ は デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 （ DE） に し た が っ て 入 力 さ れ た カ ラ
ー 信 号 （ R、 G、 B） を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 垂 直 同 期 開 始 信 号 （ STV） を 受 け 、 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ２ ０ は ゲ ー ト ク ロ ッ ク 信 号 （ CPV） に
同 期 し て 、 駆 動 電 圧 生 成 部 ５ ６ ０ か ら の ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Von） を ゲ ー ト オ ン パ ル ス と し
て ゲ ー ト 線 （ G０ -Gn） に 印 加 し 、 こ れ に 連 結 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Q） を オ ン さ せ る
。 こ の 時 、 ゲ ー ト オ ン パ ル ス の 幅 は ゲ ー ト オ ン イ ネ ー ブ ル 信 号 （ OE） に よ っ て 決 定 さ れ 、
ゲ ー ト オ ン パ ル ス が 印 加 さ れ な い 間 に 、 ゲ ー ト 線 （ G０ -Gn） に ゲ ー ト オ フ 電 圧 （ Voff） を
印 加 し 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Q） を オ フ 状 態 に す る 。 駆 動 電 圧 生 成 部 ５ ６ ０ は そ の 他 に も
基 準 電 圧 （ Vcom） を 生 成 し て 基 板 ア セ ン ブ リ ３ ０ ０ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 ４ ３ ０ は 水 平 同 期 開 始 信 号 （ STH） を 受 け る と 、 デ ー タ ク ロ ッ ク 信 号 （ HCL
K） に 同 期 し て 、 カ ラ ー 信 号 （ R、 G、 B） を シ フ ト レ ジ ス タ ー （ 図 示 せ ず ） に 保 存 し て 、 ロ
ー ド 信 号 Ｌ Ｏ Ａ Ｄ の パ ル ス を 受 け る と 、 階 調 電 圧 生 成 部 ５ ７ ０ か ら の 階 調 電 圧 の う ち の 色
信 号 （ R、 G、 B） に 対 応 す る 階 調 電 圧 を 選 択 し て デ ー タ 信 号 と し て 当 該 デ ー タ 線 に 印 加 す
る 。 そ う す る と 、 デ ー タ 信 号 は 当 該 デ ー タ 線 に 連 結 さ れ た オ ン し て い る ス イ ッ チ ン グ 素 子
（ Q） を 通 じ て 各 画 素 に 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 発 明 で は 同 一 な 階 調 に つ い て は 同 一 な 明 る さ を 維 持 す る こ と が で き る よ う に 、 階 調 電
圧 生 成 部 ５ ７ ０ に よ っ て 発 生 さ れ る 階 調 電 圧 を 調 整 す る 、 次 の 二 つ の 実 施 例 を 提 示 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ４ と 図 ５ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 階 調 電 圧 生 成 部 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る
。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ４ は 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 階 調 電 圧 生 成 部 の 詳 細 回 路 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ４ に 示 し た よ う に 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 階 調 電 圧 生 成 部 ５ ７ ０ は 階 調 電 圧 を 生 成
す る た め の 二 つ の 独 立 し た 電 圧 出 力 部 ５ ７ １ 、 ５ ７ ２ を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 二 つ の 電 圧 出 力 部 ５ ７ １ 、 ５ ７ ２ の う ち の 第 １ 電 圧 出 力 部 ５ ７ １ は 、 最 も 低 い 階 調 （ ブ
ラ ッ ク 階 調 ） 及 び 最 も 高 い 階 調 （ ホ ワ イ ト 階 調 ） に 対 応 す る 電 圧 を 生 成 し 、 こ の 電 圧 も ま
た 独 立 的 に 生 成 さ れ る 。 ノ ー マ リ ー ホ ワ イ ト 方 式 の 場 合 、 ブ ラ ッ ク 階 調 に 対 応 す る 電 圧 値
が 最 も 高 く 、 反 対 に ホ ワ イ ト 階 調 に 対 応 す る 電 圧 値 が 最 も 低 い 。 本 発 明 の 実 施 例 で 、 各 カ
ラ ー 信 号 （ R、 G、 B） は ８ ビ ッ ト か ら な り 、 発 生 す る 全 て の 階 調 数 は ２ ５ ６ （ ＝ ２ ８ ） 個
で あ る 。 し た が っ て 、 ブ ラ ッ ク 階 調 電 圧 は 第 １ 階 調 電 圧 （ １ G） に な り 、 ホ ワ イ ト 階 調 電
圧 は 第 ２ ５ ６ 階 調 電 圧 （ ２ ５ ６ G） に な り 、 電 圧 値 に は 、 第 １ 階 調 電 圧 ＞ 第 ２ ５ ６ 階 調 電
圧 の 関 係 が 成 立 す る 。 一 方 、 液 晶 物 質 に 一 方 向 だ け に 電 界 を 印 加 す る 場 合 、 液 晶 物 質 の 特
性 が 悪 く な り う る の で 、 反 対 極 性 の 電 圧 を 印 加 す る 必 要 が あ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 実
施 例 に よ る 第 １ 電 圧 出 力 部 ５ ７ １ は 、 正 極 性 及 び 負 極 性 の ブ ラ ッ ク 階 調 電 圧 （ １ G、 １ G-
） と 、 正 極 性 及 び 負 極 性 の ホ ワ イ ト 階 調 電 圧 （ ２ ５ ６ G、 ２ ５ ６ G-） と を 全 て 生 成 す る 。
こ こ で 、 正 極 性 及 び 負 極 性 は 、 共 通 電 圧 （ Vcom） を 基 準 と し た 極 性 を 意 味 す る 。 ま た 、 正
極 性 の 階 調 電 圧 は 、 負 極 性 の 階 調 電 圧 と 対 応 し て 同 一 な 輝 度 を 表 示 す る の で 、 共 通 電 圧 （
Vcom） と 正 極 性 の 階 調 電 圧 と の 差 の は 、 共 通 電 圧 （ Vcom） と 負 極 性 の 階 調 電 圧 と の 差 と 同
一 な の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 第 １ 電 圧 出 力 部 ５ ７ １ に お い て 、 ブ ラ ッ ク 階 調 電 圧 （ １ G、 １ G-） と ホ ワ イ ト 階 調 電 圧
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（ ２ ５ ６ G、 ２ ５ ６ G-） を 生 成 す る 回 路 は 同 一 な 構 造 を 有 す る 。 ブ ラ ッ ク 階 調 電 圧 （ １ G、
１ G-） を 生 成 す る 回 路 は 、 可 変 抵 抗 （ VR１ ） と 、 こ の 可 変 抵 抗 （ VR１ ） に 直 列 に 連 結 さ れ
て い る 二 つ の 演 算 増 幅 器 （ OP１ 、 OP３ ） と 、 及 び 二 つ の 抵 抗 （ R２ １ 、 R２ ２ ） と を 含 ん で
い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 演 算 増 幅 器 （ OP１ ） の 非 反 転 端 子 （ ＋ ） は 可 変 抵 抗 （ VR１ ） の 可 変 端 に 連 結 さ れ て お り
、 反 転 端 子 （ － ） は 自 身 の 出 力 端 子 に 連 結 さ れ て 、 正 極 性 の ブ ラ ッ ク 階 調 電 圧 （ １ G） を
出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 演 算 増 幅 器 （ OP３ ） の 反 転 端 子 （ － ） と 演 算 増 幅 器 （ OP１ ） の 出 力 端 子 の 間 に は 抵 抗 （
R２ １ ） が 連 結 さ れ て お り 、 非 反 転 端 子 に は 共 通 電 圧 （ Vcom） が 印 加 さ れ る 。 ま た 、 演 算
増 幅 器 （ OP３ ） の 反 転 端 子 と 出 力 端 子 の 間 に は 抵 抗 （ R２ ２ ） が 連 結 さ れ て お り 、 出 力 を
反 転 端 子 （ － ） に フ ィ ー ド バ ッ ク す る 。 演 算 増 幅 器 （ OP３ ） は 正 極 性 の ブ ラ ッ ク 階 調 電 圧
（ １ G） を 反 転 さ せ て 負 極 性 の ブ ラ ッ ク 階 調 電 圧 （ １ G-） を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ホ ワ イ ト 階 調 電 圧 （ ２ ５ ６ G、 ２ ５ ６ G-） を 生 成 す る 回 路 は 、 可 変 抵 抗 （ VR２ ） 、 ２ つ
の 演 算 増 幅 器 （ OP２ 、 OP４ ） 及 び ２ つ の 抵 抗 （ R３ １ 、 R３ ２ ） を 含 み 、 ブ ラ ッ ク 階 調 電 圧
（ １ G、 １ G-） を 生 成 す る 回 路 と 同 一 に 連 結 さ れ て 正 極 性 と 負 極 性 の ホ ワ イ ト 階 調 電 圧 (２
５ ６ G、 ２ ４ ５ G-） を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 一 つ の 電 圧 出 力 部 で あ る 第 ２ 電 圧 出 力 部 ５ ７ ２ は 、 第 １ 電 圧 出 力 部 ５ ７ １ で 生 成 さ
れ な い 残 り の 階 調 電 圧 、 つ ま り 、 第 ２ 乃 至 第 ２ ５ ５ 階 調 電 圧 （ ２ G～ ２ ５ ５ G、 ２ G-～ ２ ５
５ G-） を 生 成 し 、 そ の 構 造 は 図 ４ に 示 し た 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ４ に 示 し た よ う に 、 第 ２ 電 圧 出 力 部 ５ ７ ２ は 電 源 （ Vdd） と 共 通 電 圧 （ Vcom） の 間 に
連 結 さ れ て い る 一 連 の 抵 抗 を 含 む 。 こ の 抵 抗 は 段 階 的 に 連 結 さ れ た 階 層 構 造 を 有 し て お り
、 図 ４ に 示 し た よ う に 、 電 源 （ Vdd） と 共 通 電 圧 （ Vcom） の 間 に 一 定 の 数 の 第 １ 端 の 抵 抗
（ R１ ～ R５ ） が 直 列 に 連 結 さ れ て お り 、 第 １ 端 の 各 抵 抗 （ R１ ～ R５ ） の 両 端 に さ ら に 一 定
の 数 の 第 ２ 端 の 抵 抗 が 直 列 に 連 結 さ れ て お り 、 こ の よ う な 連 結 は 適 正 な 数 の 階 調 電 圧 が 得
ら れ る ま で 繰 り 返 さ れ る 。 各 端 の 抵 抗 数 は 必 要 に 応 じ て 変 わ る こ と が あ り 、 第 １ 端 の 抵 抗
（ R１ ～ R５ ） 数 は ５ 個 で あ り 、 第 ２ 端 の 抵 抗 数 は ５ 個 に 示 さ れ て あ る 。 こ の よ う に 電 源 （
Vdd） と 共 通 電 圧 （ Vcom） の 間 に 連 結 さ れ た 一 連 の 抵 抗 は 正 極 性 の 階 調 電 圧 （ ２ G～ ２ ５ ５
G） を 生 成 す る 。 第 ２ 電 圧 出 力 部 ５ ７ ２ は ま た 、 負 極 性 の 階 調 電 圧 （ ２ G-～ ２ ５ ５ G-） を
生 成 す る た め に 共 通 電 圧 （ Vcom） と グ ラ ン ド の 間 に 連 結 さ れ た 抵 抗 を 有 し て お り 、 こ れ ら
の 抵 抗 の 連 結 構 造 は 、 正 極 性 の 階 調 電 圧 （ ２ G～ ２ ５ ５ G） を 生 成 す る た め の 抵 抗 の 連 結 構
造 と 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ の よ う な 構 造 か ら な る 第 １ 及 び 第 ２ 電 圧 出 力 部 ５ ７ １ 、 ５ ７ ２ の 回 路 成 分 の 中 で 、 可
変 抵 抗 （ VR１ 、 VR２ ） と 複 数 個 の 分 圧 抵 抗 （ R１ ～ R５ 、 R１ １ ～ R１ ５ ． ． ． ） は 印 刷 回 路
基 板 ５ ０ ０ に 実 装 で き 、 演 算 増 幅 器 （ OP１ ～ OP４ ） と 抵 抗 （ R２ １ 、 R３ １ 、 R２ ２ 、 R３ ２
） は チ ッ プ ４ １ ０ に 実 装 で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の よ う な 構 造 か ら な る 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 階 調 電 圧 生 成 部 ５ ７ ０ の 動 作 に つ い て
説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 が 製 作 さ れ る と 、 こ の 液 晶 表 示 装 置 の 階 調 特 性 を 検 査 し て 、 ホ ワ イ ト 及 び
ブ ラ ッ ク 階 調 の 輝 度 が 基 準 値 か ら 逸 脱 す る 場 合 、 こ れ ら が 基 準 値 に な る よ う に 印 刷 回 路 基
板 ５ ０ ０ に 実 装 さ れ て い る 第 １ 電 圧 出 力 部 ５ ７ １ の 可 変 抵 抗 （ VR１ 、 VR２ ） の 抵 抗 値 を 調
整 し 、 演 算 増 幅 器 （ OP１ 、 OP２ ） の 非 反 転 端 子 に 印 加 さ れ る 電 圧 を 変 化 さ せ る 。 こ の 時 、
ブ ラ ッ ク 階 調 電 圧 は 第 ２ 階 調 電 圧 よ り 低 く な く 、 ホ ワ イ ト 階 調 電 圧 は 第 ２ ５ ５ 階 調 電 圧 よ
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り 高 く な い よ う に す る の が 好 ま し い 。 バ ッ フ ァ ー と し て 動 作 す る 演 算 増 幅 器 （ OP１ 、 OP２
） は 調 整 さ れ た 電 圧 を 出 力 端 子 を 通 じ て 出 力 す る 。 演 算 増 幅 器 （ OP１ 、 OP２ ） の 出 力 電 圧
は 、 各 々 正 極 性 の ブ ラ ッ ク 階 調 電 圧 （ １ G） と ホ ワ イ ト 階 調 電 圧 （ ２ ５ ６ G） と し て デ ー タ
駆 動 部 ４ ３ ０ に 供 給 さ れ る 一 方 、 自 身 の 反 転 端 子 及 び 演 算 増 幅 器 （ OP３ 、 OP４ ） の 反 転 端
子 の 入 力 と し て 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 演 算 増 幅 器 （ OP３ 、 OP４ ） は 抵 抗 （ R２ １ 及 び R２ ２ 、 R３ １ 及 び R３ ２ ） に よ っ て 決 定 す
る 利 得 だ け 反 転 端 子 の 入 力 電 圧 を 反 転 増 幅 し 、 負 極 性 の ブ ラ ッ ク 階 調 電 圧 （ １ G-） と ホ ワ
イ ト 階 調 電 圧 （ ２ ５ ６ G-） を 各 々 生 成 し て デ ー タ 駆 動 部 ４ ３ ０ に 供 給 す る 。 こ の 時 、 負 極
性 の 電 圧 と は 、 共 通 電 圧 （ Vcom） に 対 す る 差 が 、 正 極 性 電 圧 か ら の 大 き さ と 同 一 で あ る が
符 号 は 異 な る 電 圧 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 一 方 、 第 ２ 階 調 電 圧 出 力 部 ５ ７ ２ は 、 ブ ラ ッ ク 階 調 と ホ ワ イ ト 階 調 の 間 に 存 在 す る 残 り
の 階 調 を 表 示 す る た め の 正 極 性 と 負 極 性 の 階 調 電 圧 （ ２ G～ ２ ５ ５ G、 ２ G-～ ２ ５ ５ G-） を
、 抵 抗 値 が 予 め 決 定 さ れ て い て 階 層 構 造 に 連 結 さ れ た 抵 抗 の 分 圧 機 能 に よ っ て 生 成 し 、 デ
ー タ 駆 動 部 ４ ３ ０ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 例 に よ る と 、 製 品 に よ っ て ブ ラ ッ ク 階 調 電 圧 （ １ G、 １ G-） と ホ ワ イ
ト 階 調 電 圧 （ ２ ５ ６ G、 ２ ５ ６ G-） を 調 整 す る こ と が で き 、 こ れ ら を 調 整 し て も 残 り の 階
調 電 圧 （ ２ G、 ２ G-、 ３ G、 ３ G-、 ． ． ． 、 ２ ５ ４ G、 ２ ５ ４ G-、 ２ ５ ５ G、 ２ ５ ５ G-） は 調
整 と 無 関 係 に 、 既 に 決 め ら れ た ガ ン マ 曲 線 に 合 う よ う に 決 定 さ れ た 値 の 抵 抗 （ R１ ～ R５ 、
R１ １ ～ R１ ５ ） に よ っ て 当 該 電 圧 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 次 に 図 ５ を 参 照 し て 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 階 調 電 圧 生 成 部 ５ ７ ０ の 構 造 と 動 作 に つ
い て 説 明 す る 。 図 ４ に 示 し た 本 発 明 の 実 施 例 と 同 一 な 機 能 を す る 構 成 要 素 に は 同 一 な 図 面
符 号 を 付 し た 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ５ に 示 し た よ う に 、 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 階 調 電 圧 生 成 部 ５ ７ ０ は 、 電 圧 調 整 部
５ ７ ３ と こ れ に 連 結 さ れ た 電 圧 出 力 部 ５ ７ ４ を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 本 実 施 例 の 電 圧 調 整 部 ５ ７ ３ と 電 圧 出 力 部 ５ ７ ４ は 、 各 々 前 述 の 実 施 例 の 第 １ 電 圧 出 力
部 ５ ７ １ 及 び 第 ２ 電 圧 出 力 部 ５ ７ ２ と 類 似 し た 構 造 を 有 し て い る 。 た だ し 、 前 述 の 実 施 例
の 第 ２ 電 圧 出 力 部 ５ ７ ２ に お け る 電 源 （ Vdd） と 共 通 電 圧 （ Vcom） と グ ラ ン ド を 電 圧 調 整
部 ５ ７ ３ の 演 算 増 幅 器 （ OP１ ） の 出 力 と 演 算 増 幅 器 （ OP２ ） の 出 力 と 各 々 代 替 し 、 共 通 電
圧 （ Vcom） を 残 り の 二 つ の 演 算 増 幅 器 （ OP３ 、 OP４ ） の 出 力 と 代 替 し た 構 造 で あ る 。 こ こ
で 共 通 電 圧 （ Vcom） を 代 替 す る 時 に 正 極 性 の 階 調 電 圧 を 生 成 す る 抵 抗 列 に は 、 演 算 増 幅 器
（ OP２ ） の 出 力 を 連 結 し 、 負 極 性 の 階 調 電 圧 を 生 成 す る 抵 抗 列 に は 、 演 算 増 幅 器 （ OP４ ）
の 出 力 を 連 結 す る 。 こ の よ う な 連 結 関 係 の た め に 、 抵 抗 列 の ノ ー ド か ら 出 力 さ れ る 階 調 電
圧 が 演 算 増 幅 器 （ OP１ ～ OP４ ） か ら の 入 力 電 圧 値 に よ っ て 異 な る よ う に な る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 つ ま り 、 図 ５ と 図 ４ と の 相 異 す る 点 は 、 図 ４ で は 電 源 （ Vdd） 、 共 通 電 圧 （ Vcom） 、 そ
し て 接 地 の 間 に 各 々 抵 抗 を 直 列 に 連 結 し て い る が 、 図 ５ で は 演 算 増 幅 器 （ OP１ 及 び OP２ 、
OP３ 及 び OP４ ） の 出 力 端 子 の 間 に 複 数 個 の 抵 抗 を 直 列 に 連 結 し て い る 点 で あ る 。 し た が っ
て 、 こ れ に 対 す る 詳 細 な 構 造 の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 本 発 明 の 電 圧 調 整 部 ５ ７ ３ と 電 圧 出 力 部 ５ ７ ４ は 全 て 印 刷 回 路 基 板 ５ ０ ０ に 実 装 で き る
。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ の よ う な 構 造 か ら な る 本 実 施 例 の 階 調 電 圧 生 成 部 ５ ７ ０ で は 、 電 圧 調 整 部 ５ ７ ３ か ら
の 出 力 が 電 圧 出 力 部 ５ ７ ４ に 入 力 さ れ る 。
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【 ０ ０ ７ ２ 】
　 電 圧 出 力 部 ５ ７ ４ は 、 演 算 増 幅 器 （ OP１ ～ OP４ ） か ら の 入 力 電 圧 を 各 々 正 極 性 ブ ラ ッ ク
階 調 電 圧 、 正 極 性 ホ ワ イ ト 階 調 電 圧 、 負 極 性 ブ ラ ッ ク 階 調 電 圧 、 負 極 性 ホ ワ イ ト 階 調 電 圧
と し て デ ー タ 供 給 部 ４ ３ ０ に 供 給 す る 。 そ れ 以 外 の 階 調 電 圧 は 抵 抗 列 の 分 圧 機 能 に よ っ て
適 切 な 電 圧 値 で デ ー タ 駆 動 部 ４ ３ ０ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 次 に 、 図 ６ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 階 調 電 圧 生 成 部 ５ ７ ０ の 構 造 と 動 作
に つ い て 説 明 す る 。 同 様 に 、 図 ５ に 示 し た 本 発 明 の 実 施 例 と 同 一 な 機 能 を す る 構 成 要 素 に
は 同 一 な 図 面 符 号 を 付 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 ６ に 示 し た よ う に 、 本 発 明 の 階 調 電 圧 生 成 部 ５ ７ ０ は 図 ５ に 示 し た の と 同 様 に 電 圧 調
整 部 ５ ７ ３ と こ れ に 連 結 さ れ た 電 圧 出 力 部 ５ ７ ４ １ を 含 ん で お り 、 電 圧 調 整 部 ５ ７ ３ は 図
５ に 示 し た 電 圧 調 整 部 と 同 一 な 構 造 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 ６ に 示 し た 電 圧 出 力 部 ５ ７ ４ １ が 図 ５ に 示 し た 電 圧 出 力 部 ５ ７ ４ と は 異 な る 点 は 、 抵
抗 （ R１ 及 び R２ 、 R４ 及 び R５ ） の 間 の 接 点 に 各 々 電 圧 （ V１ 及 び V２ ） が 印 加 さ れ 、 抵 抗 （
R１ １ 及 び R１ ２ 、 R１ ４ 及 び R１ ５ ） の 間 の 接 点 に 電 圧 （ V３ 及 び V４ ） が 印 加 さ れ る こ と で
あ る 。 こ れ ら 電 圧 （ V１ ～ V４ ） は 予 め 定 め た 値 で 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 電 圧 調 整 部 ５ ７ ３ の 可 変 抵 抗 （ VR１ 、 VR２ ） 値 が 決 定 さ れ る に よ っ て 演 算 増 幅 器 （ OP１
、 OP２ ） か ら の 出 力 値 が 決 め ら れ れ ば 、 電 圧 （ V１ 、 V２ ） が 印 加 さ れ る 抵 抗 （ R１ 、 R５ ）
ま で は こ れ ら 演 算 増 幅 器 （ OP１ 、 OP２ ） の 出 力 電 圧 に 影 響 を 受 け 、 該 当 す る 正 極 性 の 階 調
電 圧 が 決 定 さ れ る 。 し か し 、 電 圧 （ V１ 、 V２ ） の 印 加 範 囲 内 で 出 力 さ れ る 電 圧 は 演 算 増 幅
器 （ OP１ 、 OP２ ） の 出 力 電 圧 に 関 係 な く 、 予 め 決 め ら れ た 電 圧 （ V１ 、 V２ ） と 抵 抗 （ R２ -
R４ ） に よ っ て 分 圧 さ れ た 正 極 性 の 複 数 個 の 階 調 電 圧 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ま た 、 負 極 性 の 階 調 電 圧 も 正 極 性 の 場 合 と 同 様 に 、 演 算 増 幅 器 （ OP３ 、 OP４ ） の 出 力 に
影 響 を 受 け る 階 調 電 圧 は 、 電 圧 （ V３ 、 V４ ） が 印 加 さ れ る 抵 抗 （ R１ １ 、 R１ ５ ） に よ っ て
分 圧 さ れ た 値 で あ る 。 し か し 、 抵 抗 （ R１ ２ ～ R１ ４ ） に よ っ て 分 圧 さ れ て 出 力 さ れ る 電 圧
は 、 演 算 増 幅 器 （ OP３ 、 OP４ ） の 出 力 に 影 響 を 受 け ず 、 値 が 決 め ら れ た 電 圧 （ V３ 、 V４ ）
に よ る 負 極 性 の 階 調 電 圧 が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 こ の よ う に 、 正 極 性 と 負 極 性 の 階 調 電 圧 は 、 電 圧 （ V１ ～ V４ ） が 印 加 さ れ る 接 点 以 前 ま
で は 演 算 増 幅 器 （ OP１ ～ OP４ ） の 出 力 電 圧 に 影 響 を 受 け て 可 変 抵 抗 （ VR１ 、 VR２ ） の 変 化
に 連 動 す る が 、 そ れ 以 外 の 区 間 で は 電 圧 （ V１ ～ V４ ） と 分 圧 抵 抗 に よ っ て 決 め ら れ た 変 化
し な い 階 調 電 圧 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 ６ に 示 し た 電 圧 出 力 部 ５ ７ ４ １ で は 既 に 決 め ら れ た 電 圧 （ V１ ～ V４ ） が 抵 抗 （ R１ 及
び R２ 、 R４ 及 び R５ 、 R１ １ 及 び R１ ２ 、 R１ ４ 及 び R１ ５ ） の 間 に 印 加 さ れ る が 、 演 算 増 幅
器 （ OP１ ～ OP４ ） か ら の 出 力 電 圧 に 影 響 を 受 け る 程 度 に よ っ て 、 電 圧 （ V１ ～ V４ ） の 印 加
位 置 を 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ っ て 、 図 ７ に 示 し た よ う に 、 可 変 抵 抗 （ VR１ 、 VR２
） の 可 変 値 を 調 整 し て 、 ホ ワ イ ト 階 調 と ブ ラ ッ ク 階 調 付 近 の 一 定 の 範 囲 に お い て 階 調 電 圧
を 変 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ま た 、 電 圧 調 整 部 ５ ７ ３ と 電 圧 出 力 部 ５ ７ ４ １ は 全 て 印 刷 回 路 基 板 ５ ０ ０ に 装 着 で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ２ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 全 体 的 な 概 念 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 一 画 素 に 対 す る 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 階 調 電 圧 生 成 部 の 詳 細 回 路 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 階 調 電 圧 生 成 部 の 詳 細 回 路 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 階 調 電 圧 生 成 部 の 詳 細 回 路 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 階 調 と 透 過 率 間 の 関 係 を 示 し た グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ３ 】
２ ７ ０ 　 　 基 準 電 極
３ ０ ０ 　 　 基 板 ア セ ン ブ リ
４ ２ ０ 　 　 ゲ ー ト 駆 動 部
４ ３ ０ 　 　 デ ー タ 駆 動 部
５ ５ ０ 　 　 信 号 制 御 部
５ ６ ０ 　 　 駆 動 電 圧 発 生 部
５ ７ ０ 　 　 階 調 電 圧 生 成 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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